
■口座残高など、お取引状況についてのお問い合わせ
お取引のある販売会社へお問い合わせください。

■運用報告書についてのお問い合わせ
フリーダイヤル　0120-88-2976
受付時間：午前9時～午後5時（土、日、祝・休日を除く）

（旧：大和住銀投信投資顧問）
〒105-6228 東京都港区愛宕2-5-1

https://www.smd-am.co.jp

当ファンドの仕組みは次の通りです。

商品分類 追加型投信／国内／株式／特殊型（絶対収益追求型）

設定日 2016年５月２日

信託期間 2016年５月２日～2026年４月27日（約10年）

運用方針 マザーファンドへの投資を通じて、わが国の株式へ投資

するとともに、株価指数先物取引等の派生商品取引を活

用し、株式市場の変動リスクの低減を図りつつ、安定的

な収益の獲得を目指して運用を行います。

主要運用対象 日本高配当株フォーカス（マイルドジャパン）

・マイルドジャパン・マザーファンド受益証券を主要投

資対象とします。

マイルドジャパン・マザーファンド

・わが国の株式を主要投資対象とします。また、株式市

場の変動リスクの低減を図ることを目的として、株価

指数先物取引等の派生商品取引を活用します。

投資制限 日本高配当株フォーカス（マイルドジャパン）

・株式への実質投資割合には、制限を設けません。

・同一銘柄の株式への実質投資割合は、取得時において

信託財産の純資産総額の10％以内とします。

・外貨建資産への実質投資は行いません。

マイルドジャパン・マザーファンド

・株式への投資割合には、制限を設けません。

・同一銘柄の株式への投資割合は、取得時において信託

財産の純資産総額の10％以内とします。

・外貨建資産への投資は行いません。

分配方針 毎年４月26日（休業日の場合は、翌営業日）の決算日

に、収益分配金額は経費控除後の利子・配当収益および

売買益（評価損益も含みます。）等の中から、基準価額

水準、市況動向等を勘案して、委託者が決定します。た

だし、分配対象額が少額の場合等には分配を行わないこ

とがあります。

＊分配金自動再投資型の場合、分配金は税金を差し引い

た後自動的に無手数料で再投資されます。

運用報告書（全体版）

第３期
決算日　2019年４月26日

日本高配当株フォーカス
（マイルドジャパン）

受益者の皆様へ

　毎々、格別のお引き立てにあずかり厚くお礼申

し上げます。

　さて「日本高配当株フォーカス（マイルドジャ

パン）」は、去る2019年４月26日に第３期の決

算を行いました。

　ここに、期中の運用状況をご報告申し上げます。

　今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願い申

し上げます。
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日本高配当株フォーカス（マイルドジャパン）

設定以来の運用実績

決 算 期
基 準 価 額

株 式
組 入 比 率

株 式 先 物
組 入 比 率

純 資 産
総 額（分配落） 税 込

分 配 金
期 中
騰 落 率

（設　定　日） 円 円 ％ ％ ％ 百万円
2016年５月２日 10,000 － － － － 250

第１期（2017年４月26日） 10,007 250 2.6 82.9 △73.1 841

第２期（2018年４月26日） 10,002 450 4.4 79.5 △71.3 672

第３期（2019年４月26日） 9,630 0 △3.7 78.2 △71.5 541

＊当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数はありません。

＊設定日の基準価額は設定価額を、純資産総額は当初設定元本を記載しています。

＊基準価額の騰落率は分配金込み

＊先物組入比率は、買建比率－売建比率

＊当ファンドは親投資信託を組み入れますので、各組入比率は実質組入比率を記載しています。

当期中の基準価額等の推移

年 月 日
基 準 価 額 株 式

組 入 比 率
株 式 先 物
組 入 比 率騰 落 率

円 ％ ％ ％
（期　首）2018年４月26日 10,002 － 79.5 △71.3

４月末 10,045 0.4 79.6 △71.1

５月末 9,882 △1.2 75.7 △68.3

６月末 9,911 △0.9 78.7 △69.9

７月末 9,963 △0.4 80.6 △71.2

８月末 9,953 △0.5 79.5 △70.1

９月末 10,020 0.2 82.4 △72.7

10月末 10,071 0.7 80.2 △72.2

11月末 9,892 △1.1 76.8 △68.4

12月末 9,901 △1.0 75.7 △66.3

2019年１月末 9,840 △1.6 79.8 △73.7

２月末 9,847 △1.5 82.1 △72.9

３月末 9,767 △2.3 76.8 △69.0

（期　末）2019年４月26日 9,630 △3.7 78.2 △71.5

＊騰落率は期首比です。

＊先物組入比率は、買建比率－売建比率

＊当ファンドは親投資信託を組み入れますので、各組入比率は実質組入比率を記載しています。
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日本高配当株フォーカス（マイルドジャパン）

運用経過

【基準価額等の推移】

＊当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数はありません。

＊分配金再投資基準価額は、期首の基準価額を基準に算出しております。

＊分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示す

ものです。

＊分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、

各個人のお客様の損益の状況を示すものではありません。

第３期首：10,002円

第３期末： 9,630円（既払分配金　0円）

騰落率　： △3.7％（分配金再投資ベース）

【基準価額の主な変動要因】
　当ファンドは、マイルドジャパン・マザーファンドへの投資を通じて、わが国の株式へ投資するとともに、

株価指数先物取引等の派生商品取引を活用しました。

（上昇要因）

　業種配分では、証券、商品先物取引業や海運業のアンダーウェイトなどがプラスに寄与しました。個別銘

柄では、東京海上ホールディングスや協和エクシオなどが上昇要因となりました。

（下落要因）

　業種配分では、石油・石炭製品や建設業のオーバーウェイトなどがマイナスに作用しました。個別銘柄で

は、ケーズホールディングスや阪和興業などが下落要因となりました。

0

10

20

30

40

9,400

9,600

9,800

10,000

10,200

第2期末
2018.4.26

第3期末
2019.4.26

(円) (億円)

純資産総額（右目盛）

基準価額（左目盛）

分配金再投資基準価額（左目盛）

CC_19531951_03_ost三住DS_日本高配当株フォーカス（マイルドジャパン）_運用経過.indd   2 2019/06/21   13:42:38



3

日本高配当株フォーカス（マイルドジャパン）

【投資環境】
　期初のTOPIXは1,772.13ポイントで始まりました。南欧の政治リスクが高まったことや、米中貿易摩擦激

化が懸念されて2018年7月上旬にかけて下落し、その後も米中貿易摩擦の長期化懸念、新興国通貨安などを

背景に冴えない展開が続きました。9月17日に米国による対中関税第3弾が発表されると材料出尽くしの動き

となり、株価は勢いを持って反発しましたが、10月入り後は12月にかけてハイテク株を中心とした業績不透

明感が株価を下押ししました。12月下旬以降は値頃感やFRB（米連邦準備制度理事会）のハト派寄りへの姿

勢転換、米中貿易摩擦の緩和期待から買い戻される動きとなり、2019年1月下旬から始まった2018年10-12月

期決算発表では、景気敏感株を中心に足元の悪い業績よりも2019年度下期以降の回復期待が織り込まれる展

開となり、株価は戻り歩調を維持しました。その後も米中通商合意への期待や中国の景気回復期待などを背

景に堅調な株価推移が継続し、期末のTOPIXは1,617.93ポイントで終わりました。

【ポートフォリオ】
■日本高配当株フォーカス（マイルドジャパン）

　主要投資対象であるマイルドジャパン・マザーファンドを期を通じて高位に組み入れ、期末の実質的な株

式組入比率は78.2％、株式先物組入比率は△71.5％としました。

■マイルドジャパン・マザーファンド

　当期の騰落率は、△2.7％となりました。

　現物株ポートフォリオの構築に当たっては、配当利回りが相対的に高く、配当の持続可能性が高いと判断

される銘柄を選別して投資し、安定的かつ持続的なインカムゲインの獲得を重視した運用を行いました。業

種配分比率は、期末においてはTOPIX対比で建設業、石油・石炭製品、卸売業、小売業、保険業などのウェ

イトを高くしました。一方、機械、電気機器、輸送用機器、銀行業などのウェイトを低くしました。また、

株価指数先物を現物株ポートフォリオの推定ベータ分程度売り建て、ファンドの推定ベータをゼロ近辺に維

持しました。

【ベンチマークとの差異】
　当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数はありませ

ん。
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日本高配当株フォーカス（マイルドジャパン）

【分配金】
　収益分配金につきましては、分配可能額、基準価額水準等を勘案し、見送りとさせて頂きました。

　なお、留保益につきましては、運用の基本方針に基づき運用を行います。

■分配原資の内訳
（１万口当り・税引前）

項目

第３期

2018年４月27日
～2019年４月26日

当期分配金 (円) 0

（対基準価額比率） (％) 0.00

当期の収益 (円) －

当期の収益以外 (円) －

翌期繰越分配対象額 (円) 137

※当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

今後の運用方針

■日本高配当株フォーカス（マイルドジャパン）

　引き続き、運用の基本方針に従い、マザーファンドへの投資を通じて、わが国の株式へ投資するとともに、

株価指数先物取引等の派生商品取引を活用し、株式市場の変動リスクの低減を図りつつ、安定的な収益の獲

得を目指して運用を行います。

■マイルドジャパン・マザーファンド

　引き続き、配当利回りが相対的に高く、配当の持続可能性が高いと判断される銘柄を、定量・定性判断を

加味しながら選別して投資し、安定的かつ持続的なインカムゲインの獲得を重視した運用を行っていきます。

国内のマイナス金利は今後もしばらく継続することが想定され、高配当利回り株は今後も有望な投資対象で

あり続けると予想しています。

　一方、株価指数先物を現物株ポートフォリオの推定ベータ分程度売り建て、ファンドの推定ベータをゼロ

近辺に維持します。
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●●●●●日本高配当株フォーカス（マイルドジャパン）

親投資信託の株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合 （2018年４月27日から2019年４月26日まで）

項 目
当 期

マイルドジャパン・マザーファンド

(a) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 788,235千円

(b) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 470,518千円

(c) 売 買 高 比 率(a)／(b) 1.67

＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均

１万口当りの費用明細

項　目

当　期

項目の概要2018年４月27日～2019年４月26日

金額 比率

信託報酬 103円 1.037％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率

期中の平均基準価額は9,924円です。

（投信会社） ( 49) (0.497) ファンドの運用等の対価

（販売会社） ( 49) (0.497) 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理等の対価

（受託会社） (　4) (0.043) 運用財産の管理、委託会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 24 0.243 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数

（株式） (　8) (0.084) 有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（先物・オプション） ( 16) (0.159)

その他費用 1 0.011 その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

（監査費用） (　1) (0.010) 監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（その他） (　0) (0.002) 信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用等

合計 128 1.291

＊「比率」欄は１万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む。）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

なお、売買委託手数料及びその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託受益証券が支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含

みます。

＊各項目ごとに円未満は四捨五入しています。

親投資信託受益証券の設定、解約状況 （2018年４月27日から2019年４月26日まで）

設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額

マイルドジャパン・マザーファンド
千口 千円 千口 千円

161,219 175,166 294,778 321,192

CC_19531951_04_ost三住DS_日本高配当株フォーカス（マイルドジャパン）_１万口.indd   5 2019/06/21   13:42:40



6

●●●●●日本高配当株フォーカス（マイルドジャパン）

利害関係人との取引状況等 （2018年４月27日から2019年４月26日まで）

■利害関係人との取引状況

＜日本高配当株フォーカス（マイルドジャパン）＞

　当期における利害関係人との取引はありません。

組入資産の明細 2019年４月26日現在

■親投資信託残高

期 首(前期末) 当 期 末

口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
マ イ ル ド ジ ャ パ ン ・ マ ザ ー フ ァ ン ド 644,483 510,923 544,644

＊マイルドジャパン・マザーファンド全体の受益権口数は、510,923千口です。

自社による当ファンドの設定・解約状況 （2018年４月27日から2019年４月26日まで）

期首残高(元本) 当期設定元本 当期解約元本 期末残高(元本) 取引の理由

百万円 百万円 百万円 百万円
250 － － 250 当初設定時における取得

＜マイルドジャパン・マザーファンド＞

区 分

当 期

買 付 額 等
Ａ

売 付 額 等
Ｃ

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ／Ａ
うち利害関係人
との取引状況Ｄ

Ｄ／Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株 式 367 － － 421 3 0.8

＊平均保有割合100.0％

＊平均保有割合とは親投資信託残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドに係る利害関係人とは、
ＳＭＢＣ日興証券株式会社です。

■売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率

＜日本高配当株フォーカス（マイルドジャパン）＞

項 目 当 期

売 買 委 託 手 数 料 総 額(Ａ) 1,448千円

うち利害関係人への支払額(Ｂ) 3千円

(Ｂ)／(Ａ) 0.2％

＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託受益証券が支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。
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●●●●●日本高配当株フォーカス（マイルドジャパン）

資産、負債、元本及び基準価額の状況

（2019年４月26日）現在

項 目 当 期 末

(A) 資 産 544,644,346円

マイルドジャパン・マザーファンド(評価額) 544,644,346

(B) 負 債 2,839,105

未 払 信 託 報 酬 2,782,308

そ の 他 未 払 費 用 56,797

(C) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 541,805,241

元 本 562,627,655

次 期 繰 越 損 益 金 △ 20,822,414

(D) 受 益 権 総 口 数 562,627,655口

１ 万 口 当 り 基 準 価 額(Ｃ／Ｄ) 9,630円

＊元本状況

期首元本額 671,957,422円

期中追加設定元本額 177,074,893円

期中一部解約元本額 286,404,660円

＊元本の欠損 20,822,414円

損益の状況

自2018年４月27日
至2019年４月26日

項 目 当 期

(A) 有 価 証 券 売 買 損 益 △13,272,914円
売 買 益 2,208,091
売 買 損 △15,481,005

(B) 信 託 報 酬 等 △ 6,133,768
(C) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ) △19,406,682
(D) 前 期 繰 越 損 益 金 35,083
(E) 追 加 信 託 差 損 益 金 △ 1,450,815

（配 当 等 相 当 額） (　　　10,933)
（売 買 損 益 相 当 額） (△ 1,461,748)

(F) 　 計 　(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) △20,822,414
次 期 繰 越 損 益 金(Ｆ) △20,822,414
追 加 信 託 差 損 益 金 △ 1,450,815
（配 当 等 相 当 額） (　　 413,355)
（売 買 損 益 相 当 額） (△ 1,864,170)

分 配 準 備 積 立 金 7,343,289
繰 越 損 益 金 △26,714,888

＊有価証券売買損益には、期末の評価換えによるものを含みます。

＊信託報酬等には、消費税等相当額を含めて表示しております。

＊追加信託差損益金とは、追加信託金と元本の差額をいい、元本を下回る

額は損失として、上回る額は利益として処理されます。

＜分配金の計算過程＞

　信託約款に基づき計算した収益分配可能額及び収益分配金の計算過程は

以下のとおりです。

(A) 配 当 等 収 益(費用控除後) 7,308,206円

(B) 有 価 証 券 売 買 等 損 益
(費 用 控 除 後 、 繰 越 欠 損 金 補 填 後)

0

(C) 収 益 調 整 金 413,355

(D) 分 配 準 備 積 立 金 35,083

分 配 可 能 額(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) 7,756,644

（１ 万 口 当 り 分 配 可 能 額） (　 137.86)

収 益 分 配 金 0

（１ 万 口 当 り 収 益 分 配 金） (　　　　0)

投資信託財産の構成 2019年４月26日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
マ イ ル ド ジ ャ パ ン ・ マ ザ ー フ ァ ン ド 544,644 100.0

投 資 信 託 財 産 総 額 544,644 100.0
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●●●●●日本高配当株フォーカス（マイルドジャパン）

お知らせ

　大和住銀投信投資顧問株式会社は、2019年４月１日に三井住友アセットマネジメント株式会社と合併し、

三井住友DSアセットマネジメント株式会社となりました。

　委託会社の合併に伴い、ファンドの委託者の商号ならびに公告の方法を変更することに伴う所要の約款変

更を行いました。（2019年４月１日付）

※各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しております。
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（旧：大和住銀投信投資顧問）
〒105-6228 東京都港区愛宕2-5-1

https://www.smd-am.co.jp

マイルドジャパン・マザーファンド

運用報告書

決算日：2019年４月26日

（第３期：2018年４月27日～2019年４月26日）

　当ファンドは、上記の通り決算を行いました。ここに、期中の運用状況をご報告申し上

げます。

当ファンドの仕組みは次の通りです。

商品分類 親投資信託

信託期間 無期限

運用方針 わが国の株式へ投資を行うことにより、信託財産の成長を目指して運用を行いま

す。

主要運用対象 わが国の株式を主要投資対象とします。また、株式市場の変動リスクの低減を図

ることを目的として、株価指数先物取引等の派生商品取引を活用します。

投資制限 ・株式への投資割合には、制限を設けません。

・同一銘柄の株式への投資割合は、取得時において信託財産の純資産総額の10％

以内とします。

・外貨建資産への投資は行いません。
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マイルドジャパン・マザーファンド

設定以来の運用実績

決 算 期

基 準 価 額
株　　式
組入比率

株式先物
組入比率

純資産
総　額期 中

騰 落 率

（設　定　日） 円 ％ ％ ％ 百万円
2016年５月２日 10,000 － － － 250

第１期（2017年４月26日） 10,375 3.8 80.5 △70.9 867

第２期（2018年４月26日） 10,951 5.6 75.7 △67.9 705

第３期（2019年４月26日） 10,660 △2.7 77.8 △71.2 544

＊当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数はありません。

＊設定日の基準価額は設定価額を、純資産総額は当初設定元本を記載しています。

＊先物組入比率は、買建比率－売建比率

当期中の基準価額等の推移

年 月 日
基 準 価 額 株 式

組 入 比 率
株 式 先 物
組 入 比 率騰 落 率

円 ％ ％ ％
（期　首）2018年４月26日 10,951 － 75.7 △67.9

４月末 10,999 0.4 79.6 △71.0

５月末 10,830 △1.1 75.6 △68.2

６月末 10,871 △0.7 78.6 △69.8

７月末 10,942 △0.1 80.2 △70.9

８月末 10,941 △0.1 79.1 △69.8

９月末 11,023 0.7 82.0 △72.3

10月末 11,091 1.3 79.9 △72.0

11月末 10,904 △0.4 76.7 △68.3

12月末 10,922 △0.3 75.6 △66.2

2019年１月末 10,865 △0.8 79.6 △73.5

２月末 10,882 △0.6 81.8 △72.6

３月末 10,802 △1.4 76.5 △68.7

（期　末）2019年４月26日 10,660 △2.7 77.8 △71.2

＊騰落率は期首比です。

＊先物組入比率は、買建比率－売建比率
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マイルドジャパン・マザーファンド

運用経過

【基準価額等の推移】
期　首：10,951円

期　末：10,660円

騰落率： △2.7％

【基準価額の主な変動要因】
（上昇要因）

　業種配分では、証券、商品先物取引業や海運業のアン

ダーウェイトなどがプラスに寄与しました。個別銘柄では、

東京海上ホールディングスや協和エクシオなどが上昇要因

となりました。

（下落要因）

　業種配分では、石油・石炭製品や建設業のオーバーウェイトなどがマイナスに作用しました。個別銘柄で

は、ケーズホールディングスや阪和興業などが下落要因となりました。

【投資環境】
　期初のTOPIXは1,772.13ポイントで始まりました。南欧の政治リスクが高まったことや、米中貿易摩擦激

化が懸念されて2018年7月上旬にかけて下落し、その後も米中貿易摩擦の長期化懸念、新興国通貨安などを

背景に冴えない展開が続きました。9月17日に米国による対中関税第3弾が発表されると材料出尽くしの動き

となり、株価は勢いを持って反発しましたが、10月入り後は12月にかけてハイテク株を中心とした業績不透

明感が株価を下押ししました。12月下旬以降は値頃感やFRB（米連邦準備制度理事会）のハト派寄りへの姿

勢転換、米中貿易摩擦の緩和期待から買い戻される動きとなり、2019年1月下旬から始まった2018年10-12月

期決算発表では、景気敏感株を中心に足元の悪い業績よりも来年度下期以降の回復期待が織り込まれる展開

となり、株価は戻り歩調を維持しました。その後も米中通商合意への期待や中国の景気回復期待などを背景

に堅調な株価推移が継続し、期末のTOPIXは1,617.93ポイントで終わりました。

10,400

10,600

10,800

11,000

11,200

2018.4.26 2018.8.26 2018.12.26 2019.4.26

(円)

基準価額の推移
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マイルドジャパン・マザーファンド

【ポートフォリオ】
　当期の騰落率は、△2.7％となりました。

　現物株ポートフォリオの構築に当たっては、配当利回りが相対的に高く、配当の持続可能性が高いと判断

される銘柄を選別して投資し、安定的かつ持続的なインカムゲインの獲得を重視した運用を行いました。業

種配分比率は、期末においてはTOPIX対比で建設業、石油・石炭製品、卸売業、小売業、保険業などのウェ

イトを高くしました。一方、機械、電気機器、輸送用機器、銀行業などのウェイトを低くしました。また、

株価指数先物を現物株ポートフォリオの推定ベータ分程度売り建て、ファンドの推定ベータをゼロ近辺に維

持しました。

今後の運用方針

　引き続き、配当利回りが相対的に高く、配当の持続可能性が高いと判断される銘柄を、定量・定性判断を

加味しながら選別して投資し、安定的かつ持続的なインカムゲインの獲得を重視した運用を行っていきます。

国内のマイナス金利は今後もしばらく継続することが想定され、高配当利回り株は今後も有望な投資対象で

あり続けると予想しています。

　一方、株価指数先物を現物株ポートフォリオの推定ベータ分程度売り建て、ファンドの推定ベータをゼロ

近辺に維持します。
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マイルドジャパン・マザーファンド

売買及び取引の状況 （2018年４月27日から2019年４月26日まで）

■株式

買 付 売 付

株 数 金 額 株 数 金 額

国
内

株 千円 株 千円
上 場 209,200 367,069 251,750 421,165

(△　2,050) (　　 －)

＊金額は受渡し代金

＊（　）内は増資割当、株式分割、予約権行使、合併等による増減分で、上段の数字には含まれていません。

■先物取引の種類別取引状況

種 類 別
買 建 売 建

新 規 買 付 額 決 済 額 新 規 売 付 額 決 済 額

国
内

百万円 百万円 百万円 百万円
株 式 先 物 取 引 － － 1,776 1,841

＊金額は受渡し代金

１万口当りの費用明細

項　目

当　期

項目の概要2018年４月27日～2019年４月26日

金額 比率

売買委託手数料 26円 0.242％ 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数

（株式） ( 9) (0.084) 有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（先物・オプション） (17) (0.158)

その他費用 0 0.002 その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

（その他） ( 0) (0.002) 信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用等

合計 27 0.244

期中の平均基準価額は10,923円です。

＊「比率」欄は１万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む。）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊各項目ごとに円未満は四捨五入しています。
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マイルドジャパン・マザーファンド

利害関係人との取引状況等 （2018年４月27日から2019年４月26日まで）

■利害関係人との取引状況

区 分

当 期

買 付 額 等
Ａ

売 付 額 等
Ｃ

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ／Ａ
うち利害関係人
との取引状況Ｄ

Ｄ／Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株 式 367 － － 421 3 0.8

主要な売買銘柄 （2018年４月27日から2019年４月26日まで）

■株式

当 期
買 付 売 付

銘 柄 株 数 金 額 平均単価 銘 柄 株 数 金 額 平均単価

千株 千円 円 千株 千円 円
西日本旅客鉄道 2.5 19,877 7,950 ケーズホールディングス 16 18,929 1,183

日本たばこ産業 5.5 16,706 3,037 日本電信電話 3.5 16,579 4,737

三菱商事 5.2 16,449 3,163 伊藤忠テクノソリューションズ 5.8 14,111 2,433

宇部興産 4.8 12,206 2,543 住友商事 7.2 13,867 1,926

武田薬品工業 2.6 11,139 4,284 りそなホールディングス 22 11,621 528

西松建設 2.9 9,002 3,104 ＪＸＴＧホールディングス 14.3 11,105 776

日本郵政 6.9 8,996 1,303 パーク２４ 3.7 11,052 2,987

ケーズホールディングス 6.7 8,770 1,309 丸井グループ 4.6 10,706 2,327

清水建設 8.9 8,272 929 ネットワンシステムズ 5.6 10,330 1,844
日本航空 1.8 7,411 4,117 阪和興業 2.3 9,818 4,268

＊金額は受渡し代金

株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合 （2018年４月27日から2019年４月26日まで）

項 目 当 期
(a) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 788,235千円
(b) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 470,518千円
(c) 売 買 高 比 率(a)／(b) 1.67

＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドに係る利害関係人とは、

ＳＭＢＣ日興証券株式会社です。

■売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率

項 目 当 期
売 買 委 託 手 数 料 総 額(Ａ) 1,448千円
うち利害関係人への支払額(Ｂ) 3千円

(Ｂ)／(Ａ) 0.2％
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マイルドジャパン・マザーファンド

組入資産の明細 2019年４月26日現在

■国内株式

銘 柄
期　首

（前期末）
当 期 末

株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
水産・農林業（－）

ホクト 0.8 － －

建設業（11.6％）

大林組 2.2 － －

清水建設 － 8.9 8,446

西松建設 － 2.1 5,050

ピーエス三菱 － 2.2 1,438

前田道路 － 1.9 4,180

五洋建設 － 3.3 1,679

住友林業 1.4 － －

ライト工業 4.1 2.6 3,720

中電工 0.5 － －

関電工 8.3 2.2 2,057

住友電設 － 0.3 570

協和エクシオ 5.5 4.8 14,544

高砂熱学工業 2 1.8 3,164

大氣社 1.3 0.7 2,348

ＯＳＪＢホールディングス － 7.6 2,014

新興プランテック 1.8 － －

食料品（3.8％）

日本たばこ産業 3 6.3 16,228

繊維製品（1.0％）

日本毛織 2.3 － －

ワコールホールディングス 2.6 1.6 4,393

化学（8.4％）

旭化成 － 1.2 1,371

デンカ － 1.2 4,008

ＪＳＲ － 1.7 2,869

東京応化工業 － 0.5 1,770

アイカ工業 2 1.6 6,144

宇部興産 － 4.8 11,376

旭有機材 － 0.2 358

日立化成 1.1 － －

太陽ホールディングス 0.3 － －

ＤＩＣ － 0.6 1,953

ノエビアホールディングス 0.5 0.9 5,265

バルカー 1.2 0.2 475

医薬品（4.8％）

武田薬品工業 0.8 3.2 13,158

エーザイ 0.4 － －

大塚ホールディングス 2 1.8 7,144

石油・石炭製品（2.9％）

出光興産 － 1.5 5,407

ＪＸＴＧホールディングス 22.5 12.9 6,975

銘 柄
期　首

（前期末）
当 期 末

株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
ゴム製品（0.7％）

ブリヂストン 1.5 0.7 3,084

ガラス・土石製品（0.9％）

ＡＧＣ 1.2 － －

日本特殊陶業 1 1 2,157

フジミインコーポレーテッド － 0.7 1,799

非鉄金属（1.0％）

日本軽金属ホールディングス － 2.8 686

アサヒホールディングス 0.6 1.6 3,456

金属製品（0.2％）

トーカロ － 1 911

機械（1.3％）

サトーホールディングス － 0.7 1,887

トーヨーカネツ 0.7 － －

マックス 0.8 － －

スター精密 2.3 2 3,616

電気機器（1.9％）

ブラザー工業 － 1.6 3,492

ダイヘン － 0.5 1,555

キヤノン 1.8 1 3,089

輸送用機器（2.9％）

日信工業 1 － －

本田技研工業 5.1 4 12,404

精密機器（0.5％）

シチズン時計 － 3.6 2,246

その他製品（3.5％）

トッパン・フォームズ － 1.6 1,624

大日本印刷 3.5 4 10,532

宝印刷 0.6 － －

リンテック 2.5 1.2 2,878

電気・ガス業（2.6％）

中国電力 1.4 1.3 1,725

沖縄電力 1.6 1.8 3,310

電源開発 2.7 2.4 6,192

陸運業（4.6％）

西日本旅客鉄道 － 1.8 14,871

センコーグループホールディングス 3.5 5.4 4,816

九州旅客鉄道 0.4 － －

空運業（2.1％）

日本航空 2.8 2.4 8,949

倉庫・運輸関連業（0.9％）

住友倉庫 7 2.8 3,976

情報・通信業（8.6％）

ＮＥＣネッツエスアイ 1.5 1.4 3,747
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銘 柄
期　首

（前期末）
当 期 末

株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
ＳＲＡホールディングス 1.1 － －
ＡＯＩ　ＴＹＯ　ＨＯＬＤＩＮＧＳ 1.1 － －
伊藤忠テクノソリューションズ 3.6 － －
ネットワンシステムズ 5.1 － －
兼松エレクトロニクス 0.6 0.5 1,645
コネクシオ 0.9 － －
日本電信電話 5.3 3 13,848
沖縄セルラー電話 0.1 － －
ＮＴＴドコモ 3.3 1.9 4,579
ジャステック 0.8 － －
ＳＣＳＫ 0.6 1.4 7,378
ＴＫＣ － 0.3 1,303
ＮＳＤ － 1.4 3,859

卸売業（11.6％）
横浜冷凍 － 1.5 1,318
ダイワボウホールディングス 1.3 0.1 567
ＴＯＫＡＩホールディングス 4 3.6 3,333
伯東 1.3 － －
第一興商 1.1 1 5,440
伊藤忠商事 6.4 6.9 13,800
兼松 3.9 3.5 4,308
山善 2.1 － －
住友商事 7.2 － －
三菱商事 1.7 5 15,280
阪和興業 2.5 0.5 1,597
伊藤忠エネクス 1.7 1.5 1,362
因幡電機産業 0.5 0.5 2,262

小売業（6.6％）
エービーシー・マート － 0.9 6,228
パルグループホールディングス 1.1 0.3 1,021
ＤＣＭホールディングス 4.9 1.8 1,981
島忠 3.1 2.7 7,238
青山商事 1.2 － －
丸井グループ 6.7 5.1 11,510
ケーズホールディングス 9.3 － －

銀行業（2.2％）
めぶきフィナンシャルグループ 11.5 － －
三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 17.1 13.8 7,588
りそなホールディングス 18 3.7 1,737

銘 柄
期　首

（前期末）
当 期 末

株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
武蔵野銀行 0.4 － －
セブン銀行 12.6 － －

保険業（5.0％）
ソニーフィナンシャルホールディングス 2.3 2 4,534
東京海上ホールディングス 2.9 3 16,806

その他金融業（1.2％）
興銀リース 1.1 1 2,607
東京センチュリー 0.5 － －
三菱ＵＦＪリース － 4.3 2,425

不動産業（3.9％）
日本駐車場開発 － 7.3 1,270
東急不動産ホールディングス － 8.9 5,571
パーク２４ 4.3 1.5 3,499
京阪神ビルディング 1.4 1.2 1,220
スターツコーポレーション 2.2 2 4,942

サービス業（4.9％）
日本工営 0.7 － －
みらかホールディングス 0.5 － －
リゾートトラスト 1.6 1.5 2,325
ユー・エス・エス 2.8 2.5 5,315
日本郵政 4.2 9.5 11,808
日本管財 － 0.6 1,209

合 計
千株 千株 千円

株 数 、 金 額 276.7 232.1 423,847
銘 柄 数<比 率> 89銘柄 88銘柄 <77.8％>

＊銘柄欄の(　)内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比率

＊合計欄の<　>内は、純資産総額に対する評価額の比率

＊各銘柄の業種分類は、期首、期末の各時点での分類に基づき表示してい

ます。

■先物取引の銘柄別期末残高

銘 柄 別
当 期 末

買 建 額 売 建 額

国
内

百万円 百万円
Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ － 387

投資信託財産の構成 2019年４月26日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
株 式 423,847 76.6

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 129,784 23.4

投 資 信 託 財 産 総 額 553,631 100.0
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※各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しております。

資産、負債、元本及び基準価額の状況

（2019年４月26日）現在

項 目 当 期 末

(A) 資 産 574,885,716円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 111,537,316

株 式（評価額） 423,847,190

未 収 入 金 4,776,260

未 収 配 当 金 6,546,550

差 入 委 託 証 拠 金 28,178,400

(B) 負 債 30,222,554

未 払 金 8,967,417

差入委託証拠金代用有価証券 21,254,400

そ の 他 未 払 費 用 737

(C) 純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） 544,663,162

元 本 510,923,402

次 期 繰 越 損 益 金 33,739,760

(D) 受 益 権 総 口 数 510,923,402口

１万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 10,660円

＊元本状況

期首元本額 644,483,008円

期中追加設定元本額 161,219,258円

期中一部解約元本額 294,778,864円

＊元本の内訳

日本高配当株フォーカス（マイルドジャパン） 510,923,402円

＊担保資産

先物取引に係る差入委託証拠金代用有価証券として、担保に供し

ている資産は次の通りです。

株式 21,722,000円

損益の状況

自2018年４月27日
至2019年４月26日

項 目 当 期

(A) 配 当 等 収 益 14,284,288円
受 取 配 当 金 14,361,820

受 取 利 息 640

そ の 他 収 益 金 33,463

支 払 利 息 △　 111,635

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 △56,050,244

売 買 益 18,691,701

売 買 損 △74,741,945

(C) 先 物 取 引 等 損 益 26,719,294

取 引 益 45,747,359

取 引 損 △19,028,065

(D) そ の 他 費 用 △　　10,891

(E) 当 期 損 益 金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） △15,057,553

(F) 前 期 繰 越 損 益 金 61,263,719

(G) 解 約 差 損 益 金 △26,413,256

(H) 追 加 信 託 差 損 益 金 13,946,850

(I) 　 計 　（Ｅ＋Ｆ＋Ｇ＋Ｈ） 33,739,760
次 期 繰 越 損 益 金（Ｉ） 33,739,760

＊有価証券売買損益及び先物取引等損益には、期末の評価換えによるもの

を含みます。

＊解約差損益金とは、一部解約時の解約金額と元本の差額をいい、元本を

下回る額は利益として、上回る額は損失として処理されます。

＊追加信託差損益金とは、追加信託金と元本の差額をいい、元本を下回る

額は損失として、上回る額は利益として処理されます。

お知らせ

　委託会社の合併に伴い、ファンドの委託者の商号ならびに公告の方法を変更することに伴う所要の約款変
更を行いました。（2019年４月１日付）
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